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青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
地
域
で
活
躍
す
る

松

戸
市

青
少
年
相
談

員

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
自
主

性
と
社
会
性
を

備
え
、
豊
か
な
教
養
と
広
い
視
野
を
持
ち
、
心
豊

か
で
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
み
ん
な
の
願

い
で
す
。

特
に
青
少
年
期
は
将
来
、
社
会
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
た
め
の
準
備
期
で
あ
り
、
人
間

形
成
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
が
多
様
化
し
て
い
る
今
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
。

青
少
年
相
談
員
は
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域

で
の
育
成
活
動
の
積

極
的
な
推
進
を
図
り
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

問
こ
ど
も
課
育
成
係
℡
3
6
6
・
7
3
5
4
番

青
少
年
相
談
員
と
は

青
少

年

相
談
員

は

。
地
域

か
ら

推

薦

さ
れ
た

「
青
少

年

の
健
全

育
成

に

熱
意
と
行
動
力
の
あ
る
人
た
ち
」
が
、

知

事

・
市

長

の
委

嘱

（
任

期
三

年

）

を
受

け

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
と

し
て
活

動
し

ま
す

。

現
在

、
市

内

に
は
二

百
二

十
二

人

の
青

少
年

相
談

員
か

お
り

、
主
に

、

①

青
少
年

の
実

態
を

把
握
し

、
青

少

年
に

関
す

る
問
題

に
つ

い
て

の
相

談
に

応
じ
、

助
言

指
導

に
当
た

る

②
市

民

の
青
少

年

に
対
す

る
関
心

を

深
め

、
青
少

年
問

題
に
対

し
啓

発

③
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
青
少
年
育
成

団
体
と
連
携
を
図
り
、
社
会
環
境

の
浄
化
の
促
進
を
図
る

な
ど
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

青
少
年
相
談
員
は
、
青
少
年
相
談

貝
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
、
文
化
活

動
部
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
部
・
野
外
活

動
指
導
部
・
広
報
部
の
四
つ
の
専
門

部
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

専
門
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
親
子
手

芸
教
室
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
人
会
、

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
大
会

の
開
催
、
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
祭
の
企
画
や
運
営

な
ど
に
参

加
し
て

い
ま

す
。

地

域

の

人

々

と

の

ふ

れ

あ

い

を

大

切

に

し

た

活

動

ま

た
、
青

少
年

相

談
員

連

絡
協

議

会

で

は
市

内

十

二

支

部
に

分

か

れ

、

そ

れ

ぞ
れ
の
地

域

に
根
差

し
た
独

自

の
活

動

も
行

っ
て

い
ま

す

。

支
部
で

は

地
元

の
町

会

や
子

ど
も

会
育
成

会
な

ど
と
協

力
し

て
、
青

少

年

が
地
域

の
人
々
と

接
し

、
地

域
と

関

わ
り

が
持

て
る

よ
う

な
活
動

を
重

点
に

、
オ

リ
エ

ン
テ

ー
リ
ン

グ
大
会

、

マ
ラ
ソ

ン
大

会
、

駅
伝
大

会
、

ス

ポ

ー

ツ
大
会
（
ド
ッ

ジ

ボ
ー

ル

ー
ソ

フ

ト

ボ
ー
ル

ー
グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ
ル

フ
）
、

作
品

展
（
書
道

・
絵
画

）

な
ど

、
青

少

年

が
楽
し

く
参

加
で

き
る
行

事

づ

く
り

に
努

め
て

い
ま
す

。

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

※
各

支
部

に
よ
り
行

事
内

容

や
日
程

が
異
な

り
ま

す
の
で

、
詳
細

は
各

支

部
（
左

表

）
に

お
間

い
合

わ
せ

く

だ
さ

い
。

青
少
年

を
取
り
巻
ぐ
環
境
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
今
、
青
少
年
を
健
全

に
育
成
す
る
に
は
、
家
庭
や
学
校
、

地
域
の
関
係
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力

し
合
い
、
相
互
に
連
絡
を
取
り
合

っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で
は

毎
年
、
各
地
区
で
青
少
年
健
全
育
成

懇
談
会
を
開
催
し
、
地
区
の
青
少
年

に
関
わ
る
人
々
（
近
隣
の
小
・
中
学

校
関
係
者
や
保
護
者
、
警
察
、
市
政

協
力
委
員
、
民
生
児
童
委
員
、
子
ど

も
会
育
成
会
役
員
な
ど
）
と
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
の
把

握
に
努
め
、
地
域
の
青
少
年
の
実
情

に
合
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
け
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

青
少
年
に
関
わ
る
地
域
の
こ
と
や

活
動
に
関
す

る
意
見

・
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
青
少
年
相
談

員
に
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
内
の
連
携
を
図
る
た
め
に

若い人の力に

期待しています

松戸 市 青少年 相 談員 連絡 協議 会

会長石村時子さん

現在、市内には222 人の青少年相談員が活動

しています。し かし 、青少年と年齢の近い若い

人が少ないのが現状です。若い人には私たち相

談員とともに地域活動に参加し ていただき 、青

少年のよき相談相手になってく ださればと思っ

ています。成果が現われに＜＜ 、また息の長い

根気のいる活動ですが､とてもやりがいがあり 、

また勉強にもなると思い ます。

青少年相談員は可能な限り、地域活動の中で

お手伝いしたいと考えておりますので 、皆さん

のご協力をお願いします。

青少年相談員はこんな活動をしています

親子手芸教室(6月)
手芸の楽しさを知リ、健全な家庭つく

り に 役 立て る よ う 、親 子 で 参加 で きる 行

事 を 企画 。

小 学生 から 中 学 生 ま で の男 女 が 、親 子

で 一 つ のこ と に打 ち 込 む 姿は 、ほ ほ え ま

し く 感じ ら れ ま す。

サマーキャンプ(8 月)
キャンプファイヤーやハイキング、料理

作りなど2泊3 日の共同生活を通じて､ グル

ープづくりやチームワーク、リーダーシッ

プなど自主性や協調性を育てます。

相談員は中学生と一緒に汗を流し 、交流

を深め。ときにはよき相談相手にもなれる

よう努めています。

スポーツ大会(8月)
中学生の男子は軟式野球、女子はバレ

ーボール大会を開催。スポーツ活動の振

興を図っています。

体力の向上だけでなく 、スポーツを通

じて、青少年の友好の輪が広がることを

期待しています。

青少年相談員(支部長)

支　部 問い合わせ先

松戸支部 竹内礼子　 ℡368-3978 番

明 第一支部 高橋 孝　 ℡363-3831 番

明 第二支部 鈴木武美　 ℡363-6424 番

馬橋支部 本間靖　℡341-6903番

小金北支部 野口信幸　 ℡346-02' 副 番

小全南支部 下久保俊一℡342-9983番

小金原支部 清水　－　 ℡346 －0779 番

常盤平支部 清宮 豊　 ℡342-0938 番

五香八実支部 望月哲也　 ℡388-3559 番

東部支部 高橋浩和　 ℡392-6859 番

矢切支部 渋谷正明　 ℡364-0831 番

新松戸支部 鵜殿敏弘　 ℡345-7083 番

※青少年相談員とともに 、地域の活動にご協力

いただける人を募集しています。

人口と世帯 2 月１日現在

人口

男

女

世帯

461,199人

233,892人

227,307人

175,421 世帯［

[＋73]

[＋18]

[＋55]

[+  120]

は
前
月
比

主な内容

ご み処 理基本計画

改訂素案の 公表

市 ・県民税の 申告は

３月１６日(月)までです

安心と明るい未来に 国民年 金

情報チャンネル

パソコンで表計算

3 月３日火～5 日木の3日間（全3回）、午後7 時

～8 時30 分　 会場青少年会館（下図 ）　内容表

計算ソフトエクセル97　 定員先着12 人　対象

16歳以上（30 歳未満の人を優先）費用テキスト

代2,550 円

申電話で青少年会館℡344-8556番（月曜休

館）へ

エキゾチックな料理

3月12日(木)・19日(木) 26(日)の3日間(全3

回)、午後7時～8時30分　会場市民会館(下図)

内容インドネシア料理、中華料理等　 講師千

葉大園芸学部留学生 定員先着20 人 対象16

歳以上(30 歳未満の人を優先) 費用材料費1

回1,000 円程度

申電話で青少年会館℡344-8556番(月曜休

館) へ　　　　

青

年

講

座

-
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●資源の浪費とごみの排出を可能な限り少なくするよう努め、地球生態系と共生

が図られることをめざします

●これに向けての取り組みは、行政だけでなく、全ての市民・事業者がそれぞれ

の責任を果たしながら、一体となってリサイクル型の都市づくりを推進してい

きます

リサイクル型の都市づくりをめざして

■ ご みの減 量化 ・資 源化 の推 進 と リサ イ クル

ごみの発生から処分の各段階において、ごみの減量化・資源化を促進します

ごみや不用品の排出による環境負荷に関する正しい知識の普及を図ることに

より、環境にやさしいライフスタイルや経済活動の実践を求めていきます

排出事業者の処理費用の適正負担を求めていきます

民間レベルで実施されている、資源回収の拡大に向けて支援していきます

■ ご み処理 体 制 の充 実

ごみの種類・ごみ質に応じて適正な処理を確保するため、分別収集を基本と

して収集処理体制を整備していきます

和名ケ谷クリーンセンターおよびクリーンセンターの２施設で焼却処理を行

い、六和クリーンセンターは予備炉とします

処理施設の適切な維持管理に努めるとともに、ダイオキシン等による環境へ

の負荷の低減に努めます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

)最終処分場を安定的に確保していきます

■ 地 域 の 清 潔 保 持

啓 発 や環 境美化 運 動を 推進し 、 地域 の清 潔保 持に 努 めてい き ます

主な 計画事業

１工業団地および商店街等における、分別収集およびリサイクルの推進をモデ

ル事業として支援していきます

２毎年リサイクルフェアを開催し、再利用の普及拡大に努めます

３集団回収を支援していきます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ………

４容器包装リサイクル法の全面施行へ向けて、収集・処理体制を検討していき

ます

５ 六和クリーンセンターの施設を活用して､リサイクルプラザを設置していきま

す

６事業系ごみ処理費用の全面有料化を図ります

フ 簡易包装の徹底や、再生品の利用促進を図ります

８焼却処理施設から排出されるダイオキシンについては、法規制値以下のでき

るだけ低い値を確保しつづけるよう努めます。また、その結果を公表してい

きます

９生ごみ処理容器等の普及拡大に努めます

10市の直営収集車について、低公害車の導入を図っていきます

11松戸駅周辺のモデル事業をはじめ、あき缶等の散乱防止対策を実施します

市

で

は

、
平

成
４

年
度

に

策
定

し

た

「

ご
み
処

理
基

本
計
画

」
を

、
そ
の
後

の

ご
み

量

の
伸

び

や

、
容

器
包

装
リ

サ

イ

ク
ル

法

の
制

定

な

ど
の

社
会

情
勢

の

変

化
に
伴

い
、
見
直

し
を
行

っ
て
い
ま

す
。

今
回

、
「
改
訂

素
案

」
が
ま

と
ま

り
ま

し
た

の
で

、
そ

の

概
要

を
お

知
ら

せ

し

ま
す

。
今
後

、
皆

さ

ん

か
ら
い

た

だ
い

た

ご

意
見

を

も
と

に

、
最

終

案
を

ま
と

め

て

い

き
ま

す
の

で

、
ぜ

ひ

ご
意

見

を
お

寄

せ

く
だ

さ
い
。

問
清
掃
管
理
課
企
画
調
整
係
℡
3
6
6
・
7

3
3
1

番

①

ごみ処理基本計画(素案)の概要

「ごみ処理基本計画口ま松戸市総合計画で示

された、「リサイクル型の都市づくり」の実現を

めざし、平成２５年度（計画人口４７万９千人、

計画ごみ量17万３干３百トンと設定）までに、検

討または実施していく基本的な事項を定めたも

のです。

今回、社会情勢の変化に対応するため、主に

次の点を見直しました。

将来のごみ量は直近のデータを用いて、新た

に推計し直しました

将来のごみ量から焼却処理については、和名

ケ谷クリーンセンターおよびクリーンセンタ

ーの２施設で焼却処理を行います。それに伴い

六和クリーンセンターは、当面の間、予備炉

として位置付けました

ダイオキシン等に代表されるような、新しい

環境問題への対応を明記しました

平成10 年度～14 年度の５年間で行う事業（左

図=主な計画事業）について記述しました

松戸市総合計画第1次実施計画事業を新規に記

述しました

皆さんのご意見をお寄せください

3月10日火までに、郵送またはファクスで〒271-

8588 松戸市根本387 の5松戸市役所清掃管理課企画調

整係(FAX361-6105番）へ

※素案について詳しくお知りになりたい人は、清掃

管理課または各清掃施設（六和クリーンセンター、

クリーンセンター、和名ケ谷クリーンセンター、

日暮クリーンセンター、資源リサイクルセンター、

東部クリーンセンター）で閲覧できます。

手

を

使

い
過

ぎ
た
後

、
手

や
指

が
は

れ
て

痛
ぐ

な
り

、
動
か

せ
な

く

な
る
こ

と

が
あ
り
ま

す

。
こ

れ

は
腱

鞘
（
け

ん

し

ょ
う

）
炎

が
原

因
の
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ひ

ど
い
と
き
に
は
赤
く
は
れ
て
熱
を

持
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
ば
い

菌

が
入

っ

た

と

思

う

人

も

い
ま

す

。
ま

た
、
と

き
に

は
指

が
引

っ

掛
か
っ
た
よ
う
に
ポ
キ
ッ
と
動
く

こ

と
も

あ
り
ま

す
。

原
因

は
繰
り

返
す
刺

激

の
結
果

と

し
て

の
疲
労

現
象

と
さ

れ
て

い

ま

す

が
、
必
ず

し
も
明

瞭
で

は
あ

り

ま
せ

ん
。
疲
労

の
ほ
か

に
外
傷

、

化

膿

（
か

の
う
）
、
リ

ュ

ウ
マ
チ

、

結

核
、
石

灰
沈

着
、

痛
風

、
膠
原

（
こ

う
げ

ん
）
病

な
ど

い
ろ

い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
機
械
的
に
繰

り

返
し

握
力

を
使
う

よ
う

な
職
業

の
人
、

例
え

ば
ピ
ア

ニ
ス
ト

、

プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
、
植
木
職
人
な
ど

が
起
こ

し
や
す

い
と

い
え

る
で
し

指

の

腱

鞘

炎

が

バ

ネ

指

に

腱
鞘

炎
を
最

も
起

こ
し

や
す

い

個

所

は

指

の
付

け

根

の

部
分

で

、

掌
（
手

の
ひ

ら

）
側

か

多
く

背

側

は
少

な

い
の
で

す

が
、
親

指
は
両

側

と
も

な
り

や
す

い
の
で

す
。
指

の
付
け

根
の

部
分
は

腱
を

支
え

る

特

別

の
構
造

が
あ
り

、
腱
と

腱
鞘

と

の

間

が
狭

く

な

っ

て

い

る
た

め
、
繰

り
返
し

擦

れ
る
刺

激
で
炎

症

を
起
こ

し

や
す

い
の
で

す
。
こ

の
腱
鞘

炎

の
強
く
な

っ
た

症
状
と

し

て
ハ

ネ
指

が
あ
り

ま
す

。
ハ

ネ

指

と
は

指
を

屈
伸
す

る
と

き
、
引

っ
掛
か

っ
た
よ

う
で

動
か

な
く

な

り

、
我
慢
し

て
無

理
に
動

か
す
と

、

「
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
改
訂
素
案
」
を
公
表
し
ま
す

手
の
腱
鞘
炎

あ
な
た
の
健
康

め
ざ
そ
う

リ
サ
イ
ク
ル
型
の
ま
ち
づ
く
り

平成10年度～14年度
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痛
み
と

と
も

に
急

に
ポ
キ

ッ
と

動

き
ま

す
。
ま

る
で
ハ

ネ
仕

掛
け

の

よ
う
で

す

。
こ
の

状
態

は
だ

れ
で

も
な
り

ま
す

が
、
特

に
五

十
歳

代

の
女

性
に
多

い
よ
う

で
す

。

ま
た

、
手

首
の

周
辺

も
起
こ

し

や
す

い
個
所

の
一

つ
で

す

が
、
手

首
周
辺

は
腱

鞘
炎
以

外

の
病
態

を

加

え
て

「
手

根
管

症
候
群

」
と
呼

ば

れ
て

い
て

、
神

経
の
圧

迫
症

状

が
重
要

視

さ
れ
て

い
ま
す

。

治

療

は

安

静

第

一

治

療
と
し

て
は

、
テ

ー
ピ

ン

グ

や
副

木
（
そ

え

ぎ
）
で
局

所

の

安

静
を
保

ち

、
腱
鞘
内

へ

の
注
射

や

消
炎

鎮
痛
剤

の
内
服

、
塗

布

、
湿

布
な

ど
を
し

ま
す

。
ま
た

、
再

発

な
ど

に
対
し

て
は
手

術

も
行

わ
れ

ま
す

。

乳

幼

児

の

親

指

に

も

生

後
間
も

な

い
乳
幼
児

に
ハ

ネ

指
と

似
た
も

の

が
み

ら

れ
る
こ

と

も
あ
り

ま
す

。
こ

の
場

合
大
多

数

は
親

指
で
す

。
親

指
の
関

節

が
曲

が

っ

た

ま

ま

で

仲

び
な

い

の

で

す
。
「
強
直
母

指
」

と

い

い
ま

す

。

ハ

ネ

現

象

を
伴

う

こ

と

は
少

な

く
、
先

天
性

の
も

の

が
多

い
の
で

す

が
、
一
～
二

歳

で
偶

然
気
付

く

の
で

確
か

な
こ
と

は
分

か
り

に
く

く
な
り

ま
す

。
し

か
し

、
自

然
治

癒
す

る
こ
と

が
多

い
の
で

、
五

～

六
歳

ま
で
装

具
な

ど

の
保

存
療

法

で
経
過

を
み

ま
す

。
そ

の
後
手

術

に

な
っ
て

も
、
そ

の
多

く
は
良

く

治
り

ま
す

。
で
す

か
ら

、
早
ぐ
手

術
を

勧
め

る
意
見

も
あ
り

ま
す

。

（
松

戸

市
医

師

会

）

ごみ処理基本計画体系図

基本構想

基本方針
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住民税の申告はお済みですか

市・県民税の申告は

３月16日(月)までです

申

告
を
す

る
人

…
平

成
1
0
年

１
月

・
１
日

現
在

、
市

内

に
住

ん
で

い
て

、９

年
中
に
①
所
得
が
あ
っ
た
人
②
退
職

し
た

人
③
所

得

が
な
く

、
ど

な
た

の

扶
養

に
も

な

っ
て

い
な

い
人

①
給
与

所
得

以
外

の
所
得

が
二

十
万
円

以
下

の
人

（
確
定

申

告
の
必
要

は
あ
り
ま

せ

ん

が
、
市

・
県

民

税

の
申
告

は
必

要
で

す
）
な
ど

※
申
告
告
を
し
な
い
場
合
、
各
種
手
続

き

に
必
要

な
証

明
書

等

の
交
付

が

受

け
ら

れ
ま
せ

ん
。

申

告
を
し

な

く
て

も
よ
い

人
・：

①

給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与

支
払

報
告
書

が
市

役
所

に
提

出

さ

れ
、
住

民
税

が
天
引

き

さ
れ

る
人
（
勤

務
先
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
②
所

得

税

の
確
定
収

告
書

を
提
出

す

る
人

準

備

す

る
も
の
・
：
①

収

支

の
分

か

る
帳
簿

な
ど

②
源
泉

徴

収
票

・
給
与

明

細
書

・
支

払
調
書

な

ど
③
９

年
中

に
支
払

っ
た

健
康
保

険

料

・
国

民
年

金

保

険
料

・
生
命
保

険

料

・
損

害

保

険

料

・
医

療
費

な
ど

の
領

収
書

ま
た

は
証
明

書
④
印

鑑
⑤
配

偶
者

の
収
入

が
分

か
る
も

の

受

付

期
間

…
３

月
1
6
日
（

ま

で

の

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
十
・

日

曜
日

を
除

ぐ
）

受

付
場

所
…

市

役
所

本
館

二

階
大

会

議
室

ま
た

は
各

支

所
（
た

だ
し
３

月
２
日

月

か
ら

常
盤
平

・
新
松

戸
支

所

は
各

市

民

セ

ン

タ

ー

と

な

り

ま

す
）

※
郵
送
に
よ
る
申
告
告
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
期

問
中

は
駐

車
場

が
大
変

混
雑

し

ま
す

。
車
で

の
来

庁
は

ご
遠
慮

ぐ

だ
さ

い
。

問

市
民
税

課

℡
３

・
7
3
2
2

番

手
当

を
受
け

る
こ
と

が
で

き

る
人

…
次

の

い
ず

れ
か
に
該

当

す
る
十

八

歳

に
達

す
る
日
以

後

の
最

初
の
３

月

3
1日

ま
で

の
間

に
あ

る
児
童

（
障

害

児

は
二
十

歳
未

満
）

を
監

護
し
て

い

る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童

を
養

育
し

て

い
る
人
（
養

育
者
）

①

父
け

が
離
婚

後
、
父

と

一
緒
に

生

活

を

し

て

い
な

い
②
父

が
死

亡

後

、

公

的
年
金

を
受

給
し

て

い
な

い
③

父

が
重
度

（
一
級

程

度
）
の
障

害
に

あ

る
①
父

の
生
死

が
明

ら

か
で
な

い
⑤

父

か
ら
引

き
続

き

一
年
以

上
遺
棄

さ

れ
て

い
る
⑥
父

が
法

令

に
よ
り
引

き

続
き
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦

未

婚

の
子

で

、
父

か
ら
認

知

さ
れ
て

い
な
い
⑧
捨
て
子
な
ど
で
、
生
ま
れ

た

と
き

の
事
情

が
不
明

で

あ
る
児

童

た

だ
し

、
次

の
場
合

は
手
当
。を
受

け
ら

れ
ま
せ

ん
。
①
対

象
児
童

が
母

の
配

偶
者

（
内

縁
関

係

等

を
含

む

）

に
養
育
さ
れ
て
い
る
②
対
象
児
童
の

母
（
養
育

者
）
が
国

民
年

金

（
老

齢
福

祉
年

金
を

除
く

）・
厚

生
年

金
等

公
的

年
金

を
受

け
ら

れ
る
③

昭
和
6
0
年
８

月
１

日
以

降

に
手

当

の
支
給
要

件

に

該
当

し
て

か
ら
五

年
を

経
過
し

て
も

手
当

の
請

求
を
し

な
か

っ
た
と

き
。

※
所

得
に

よ

っ
て
手
当

の
支

給

が
制

限
・
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
援
護
課
援
護
係
℡
3
6
6
・
7
3
4
7

番

母

子

家

庭

・

父

子

家

庭

等

児

童

に

入

学

・

就

職

祝

金

を

支

給

こ
の
４
月
に
小
・
中
学
校
と
高
等
　

月
１
日
以
降
の
住
民
票
（
家
族
全
貝

学

校
（
各

種
学

校
等
含

む
）
に
入

学
干

る
児
童

と
、
中

学
校

を
卒

業
し
て

就

職

す

る
児

童

の

い
る
母

子

家
庭

・
父

子

家
庭

に
祝

い
金
を

支
給
し

ま
す

。

対
象
３

月
１

日
現
在

、
市

内

に
住

所

が
あ

り
引

き
続

き
居
住
見

込
み

の

母

子
家

庭
と
父

子

家
庭
　

支
給

額
入

学

＝
八
千

円

、
就
職

＝
七
千

円

（
児

童
一
人
に
つ
き
）
　
必
要
書
類
①
３

の
続
柄
が
わ
か
る
も
の
）
⑦
印
鑑
③

扶
養
者
名
義
の
通
帳
（
郵
便
局
は
除

く
）
④
咼
等
学
校
入
学
の
場
合
は
人

学
許
可
証
等
の
写
し

申
３
月
２
日
月
～
1
0
日
(
火
)
の
間
に
、

母
子
家
庭
は
福
祉
事
務
所
（
℡
3
6
6。

7
3
4
9
番
）
、
父
子
家
庭
は
援
護
課

（
℡
3
6
6
・
7
3
4
7

番
）
の
窓
口
へ

平成10年度

有料駐輪場(定期使用者)の公開抽選

4 月１日から来年3月31 日まで（平成10 年

度）の、有料駐輪場定期使用者を募集（1月

10日～2 月10 日）したところ 、募集定数を

超えた応募が一部の駐輪場にありましたの

で、次ｎとおり抽選会を開催します。

抽選する駐輪場松戸駅東口、松戸駅西口

公園下、松戸駅西口高架下・松戸駅西口第

一・常盤平駅北口第三　日時3 月３日（ 午後

1時から　会場運動公園体育館1階小体育室

抽選方法コンピュータによる無作為抽選

※当日会場で当選者名簿を閲覧できます。

また、3月中旬には結果通知書を送付しま

す。

圃安全課安全係℡366-7341 番

松戸市長選挙投票日は6 月14日(日)に

7 月２日任期満了に伴う松戸市長選挙の投票日

は｡2 月10 日に開かれた選挙管理委員会で、6 月

14日(日)に決まりました。

大切な一票を無駄にしないで｡今後の松戸市政

を託す人を選びましょう。

投票できる人…昭和53年6月15日までに生まれ、

平成10年3月６日までに市内に転入届をし、引き続

き居住している人

問市選挙管理委員会事務局℡366 -7386番

市長室・

発

川井敏久

予算編成を終えて

第
十
八
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

長
野
大
会
が
、
十
六
日
間
に
わ
た

る
熱
戦
を
終
え
閉
幕
し
ま
し
た
。

国
内
で
の
五
輪
開
催
は
、
6
4年
東

京
夏
季
五
輪
、
7
2年
札
帆
冬
季
五

予
算
額
に
つ
い
て
協
議
す
る
市
長

輪
以
来
二
十
六
年
ぶ
り
で
、
今
世
紀

最

後
と

な

る
冬

季

大

会
で

し
た

。

日

本
人

選
手

の
活

躍

は
ま

だ
記

憶
に
新
し
く
、
新
年
は
早
々
暗
い
二

ユ

ー
ス

が
続

く
中

で

、
明

る

い
話

題

と

多
く

の

感
動

を

私
た

ち

に
与

え

て

く

れ
ま

し
た

。

身
近

な
話

題

で
は

、
市

政
松

戸

高

校

の
男

子

バ
レ

ー

ボ
ー
ル

部

が

バ
レ

ー

ボ

ー
ル

の
甲

子

園
と

も

い

わ

れ
る

「
全

国
高

校

バ
レ

ー
ボ

ー

ル

選

抜

優
勝

人
会

」

へ
出

場

と

い

う

、

う

れ
し

い
ニ
ュ

ー
ス

が
新
年

度

の
予
算

編

成

の

さ
な

か
飛

び
込

ん
で

き
ま

し

た

。
３

月
2
0
日

か

ら

七

日

問

、
束

京

の
国

立
代

々
木

競

技

場

で
行

わ
れ

る
大

会

で

の
健
闘

を

祈

っ

て

い
る

と
こ

ろ

で
す

。

時

間

が
許
せ

ば
、

私
も

応
援

に
行

き

た

い
と
思

っ
て

い
ま

す

。

今

は

、
予
算

編

成

を
終
え

ホ
ッ

と
し

て

い

る
と
こ

ろ

で
す

。
景

気

回
復

の
兆

し

が
ま

だ
見

え

な

い
状

況

の
下

、
国

の
予

算

は
厳

し

い
内

容

に

な

っ

て

い
ま

す

し

、

ま

た

、

県

の
予
算

も

戦

後
初

の
マ
イ

ナ
ス

と
な

っ
て

い
ま
す

。

松

戸
市

に
お

い
て
も

、収
入

の
大

半
を
占
め
る
市
税
の
大
幅
な
増
収

は
見

込

め
ず

、ま

た

、
国

の
二

兆
円

減
税

に
伴

う

市
税

の
減

収

や
国
庫

支
出

金
等

の
削

減
な

ど
で

苦

し

い

編
成

作

業
と

な
り

ま
し

た

。

こ

の
よ
う

な

状
況
下

で

は

あ
り

ま
す

が
市

の
当

初
予

算

は
、

総
額

一
千

九
百

九

十
三

億

八
千

八
百

四

万

一
千
円

で

前
年

度

比
二

・
五
％

の
増

、

一
般

会

計
予

算

は
一
千

九

十

八

億

八

千

万

円

で

前

年

度

比

三

・
三
％

の
増

と
す

る
こ

と

が
で

き

ま
し

た

。
編

成

に
当

た

っ
て

は

、

従

来

の
慣

例

に
と

ら

わ

れ
な

い
事

業

全

般

の
見

直
し

や
経

費

の
節

減

等

を

積
極

的

に
行

い
ま

し

た
。

４
月

か
ら

は
、

新

た

な
総
合

計

画

が
ス

タ

ー
ト

し

ま
す

。

平

成
1
0
年

度

は
こ

の
総

合
計

画

第

一

次
実

施

計
画

の
初

年

度

に

あ

た

り

、
新

し

い
街

づ
く

り

の
第

。

歩

を

踏
み

出

す
重

要

な
年

に

な
り

ま

す

。

そ
れ

ぞ

れ

の
計

画

が
着
実

に
推

進
し

て

い
く

こ

と

が
で

き

る

よ
う

予
算

の
配
分

に
苦

慮

し

た
と

こ

ろ

で
す

。

今

後
も

「
す

べ
て

の
市

民

が

い

き

い
き
と

暮

ら
せ

る
安

全

で
安

心

な
ま

ち

づ
く

り
」

に
全

力

を

注

い

で

ま

い

り

た

い
と

考
え

て

い
ま

す
。

皆

さ
ん

の

ご
理

解
と

ご
協
力

を
お

願

い

い
た
し

ま
す

。

予
算
に
つ
い
て
は
３
月
議
会
で

ご
審
議
を

い
た
だ
き
、
承
認
後
に

４
月
５
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
一
番

若
き
雄
叫
び

駆
け
め
ぐ
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
１
月
末

現
在
四
百
二
十
九
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ
３
・
2
3
0
1

番

このまち人権文化を築くために

N0.3　　　　　（国連の人権のロゴマーク）

国 内 に お け る 人 権 擁 護 の 動 き

市民相談室人権担当

問い合わせ℡ 366-7319番　教育委員会企画
調整室人権担当

℡366-7455 番

国
連

に

よ
る

「
人

権
教
育

の
た

め

の
国

連
1
0年

」

の
決
議

を
受

け

て
、

わ
が
国

で
も

さ
ま
ざ
ま

な
人

権

擁
護

の
取
り

組
み

が
始
ま

り
ま

し

た
。

平
成

８
年
1
2
月
、
内

閣

に
総
理

大
臣
を

長
と

す
る

「
人
権

教
育

の

た
め

の
国
連
1
0
年
推

進
本

部
」

が

設

置

さ
れ

、
翌
９

年
７
月

に

「
『
人

権
教
育
の
た
め
の
国
連
1
0
年
』
に

関
す

る
国
内
行

動

計
画

」

を
取
り

ま
と
め
た
の
を
は
じ
め
、
８
年
１
２
月

月

の
人

権
擁

護
施
策

推
進
法

の
制

定

な
ど
、
人

権
擁
護

・
尊

重

の
機

運

が
大

き
く

高
ま
り

ま
し

た
。

人
権

擁

護
施
策

推
進
法

は
、

わ

ず
か
四

条

か
ら
成

る
小

さ
な
法

律

で
す

が
、
人

権
を
擁

護

す
る
施

策

（
人

権

尊
重

の
理

念

に
関

す

る

教

育

・
啓

発

を
推
進

す
る
施

策
、
人

権

侵
害

に

お
け

る
被

害

者
救
済

に

関

す
る
施

策
）
を

推
進

す
る
責

務

が
国

に
あ

る
こ
と

を
明

確
に
し
た

画

期

的
な
法

律
で

す
。

そ
し

て
具

体

的
に

は
、
人
権

尊
重

の
理
念

に

関

す
る
教

育

・
啓
発

に

つ

い
て
は

二
年

を

め
ど
に

、
人
権

侵
害
に

お

け

る
被
害

の
救
済

施
策

に
つ

い
て

は

五
年

を

め
ど

に
な

さ
れ
る
答

申

を
最

大
限

に
尊
重

し
て

、
法

的
措

置

を
含

め
た
必
要

な
措

置
を
講

ず

る
こ

と
に

な

っ
て

い
ま

す
。
’

ま

た

、「
人
権

教
育

の
た
め

の
国

連
1
0
年
」

に
関

す
る
国
内

行
動

計

画

で
は

、
人
権

教
育

の
積
極

的
な

推

進
を
図

る
こ

と
に
よ

っ
て

、
国

際

的
な
視

野
に

立

っ
た

一
人

ひ
と

り

の
人
権

が
尊

重
さ

れ
る
、

真
に

豊
か
で

ゆ
と

り

の
あ
る
人

権
国

家

の
実
現

を
目

指
し
て

い
ま

す
。

人
権

の
擁

護

・
促

進
を

す

る
た

め
に

は
、
人

権
と

は
何

か
と

い
う

こ
と
を

各
人

が
理
解

し

、
人
権

尊

重

の
意

識
を

高

め
る
こ
と

が
入

切

で
す

。
ま
た
近

年

、
著
し

く
国

際

化

、
ボ

ー
ダ
ー
レ

ス
化

か
進

ん
で

い
る
中

で
は

、
私

た
ち

が
多
元

的

文
化
、
多
様
性
を
容
認
す
る
「
共

生

の
心

」
を

は
ぐ

く
む
こ

と

も
求

め
ら

れ
て

い
ま
す

。

し

か
し

、
わ

が
国

の
社

会

を
顧

み

る
と
、
依

然
と
し

て

さ
ま

ざ
ま

な

人

権

問

題

が

存

在

し

て

い
ま

す

。
そ

れ
ゆ
え

、
人
権

尊
重

の
意

識

の
高
揚

を
図

る
こ
と

に
よ

っ・
て

「
人
権
」
と

い
う
普

遍
的
文

化

の
創

造

を
目

指
す

人
権

教
育

は
、

大
変

重
要

な
役
割

を
担

っ
て

い
ま

す
。

人

権
教
育

を
進

め

る
に
当

た

っ

て

は
、
人
権

に

か
か

わ
り

の
深

い

警

察
・
消
防

・
検

察
職
員

や

教
員

・
社
会
教
育

関

係
職
員

、
医

療
関

係

者
、
福

祉
関

係
職
員

、
公

務
員

、

マ
ス
メ

デ
ィ

ア

関
係
者

な
ど

の
特

定
職

業
従
事

者

に
対
す

る
取

り
組

み

を
強
化

す
る
と

と
も

に
、
女

性

、

１

ど
も

、
高
齢
者

、

障
害
者

、
同

和
問

題

、
ア
イ

ヌ
の
人

々

、
外
国

人

、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感

染
者
等

の
特

定
疾

病

患
者

、
刑

を
終

え
て

出
所

し
た

人

な
ど

の
重
要

な
課
題

に
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
に

な
っ
て

い
ま

す

。次
回

か
ら

は
、
こ

れ
ら

の
重
要

な
課
題

に
つ

い
て
順

次
ご
紹

介
し

ま

す
。
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スタートは20 歳！国民年金

わが国は、いま急速な高齢化が進み平均寿命はます

ます伸びています。人生80 年時代を迎え、老後をいか

に過ごすかが注目され国民年金の役割も重要なものと

なってきました。

国民年金は、老後の安定した生活を過ごせるように、

また、病気やけがで障害を持つようになったときや夫

に先立たれたときなどに基礎年金を支給して、経済的

な支えを行うことを目的にしています。

国民年金はすべての国民が協力して将来の生活を支

え合う制度です。

問国民年金課℡366-7352 番

年
金
を
受
け
る
と
き
は

必
ず
請
求
し
て
く
だ
さ
い

す
べ
て
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も
本
人
の
請
求
が
な
け

れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
な
ど

に
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

二
つ
以
上
の
制
度
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
保

険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
松
戸
社
会
保
険
事
務
所
℡
3
4
5
・
5
5
1
5
番

年金の請求先基礎年金は、老齢・障害・遺族の３つです

加入し ていた年全制度 請求する年全 請求先

国民年全にのみ加入 老齢基礎年金 市役所国民年全課

厚生年全にのみ加入 老齢厚生年全 社会保険事務所

共済組合にのみ加入 退職共済年金 共済組合

最後に加入していた年金制度が国民年金の場合

厚生年 全十国民年金 老齢厚生年全 社会保険 事務所

厚生年全＋共済年全

＋国民年全

老齢厚生年全

退職共済年全

社会保険事務所

共済組合

②最後に加入していた年全制度が厚生年金の場合

国民年全＋厚生年全 老齢厚生年全 社会保険事務所

国民年金＋共済年全

十厚生年全

老齢厚生年全

退職共済年全

社会保険事務所

共 済組合

③最後に加入していた年金制度が共済年金の場合

国民年金＋共済年全(注)
老齢基礎年金

(65 歳時点で)
社会保険事務所

国民年金＋厚生年全

＋共済年全
退職共済年全 共済組合

あ

な

た

は

何

号

被

保

険

者

？

■

第

一
号

被
保

険
者

厚

生
年
金

や
共

済
組
合

に
加
入

し

て

い
な

い
自

営

業
者
、
農

林
漁
業
者

、

自
由

業
者

等
と

そ
の
家

族
お

よ
び

学

生■

第
二
号

被
保

険
者

現
役

の
サ

ラ
リ

ー
マ
ン
等
厚

生
年

金

保
険

の
被
保

険
者

や
公

務
貝

等
共

済

組
合

の
組
合

員

■
第
三
号
被
保
険
者

サ
ラ

リ

ー
マ
ン

（
厚

生
年

金
や
共

済

組
合

の
加
入

者
）

に
扶

養
さ

れ
て

い
る
配

偶
者

日

本
国
内
に

住
む
二
十

歳
以
上
六

十
歳
未
満

の
す
べ
て
の

人
が
加
入

し

ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
は
二
十
歳
か
ら

（注）特別支給（60 歳～65 歳）の退職共済年全は 、共済組合への請

求となります。

● すで に特 別支 給の老 齢厚 生年 金を受 給 されてい る人

65歳の 誕生 月（誕生日 が1 日の場合 は、 その前 月）に社会保 険

業 務 センタ ーから 「国 民年 全・厚生 年全保 険老齢 給付裁定 請求

書」 が送ら れてき ますので 、その 月の末 日まで に、住民 票に記

載さ れている旨 の 「市 長」の 証明 を受け返 送 すれば国民年 金分

が上 乗 せさ れます。

● 繰 り 上 げ 支 給 と 繰 り 下 げ 支 給

保

険

料

の

納

付

方

法

毎
月

の
保

険
料

は
、
納
付

書
に

よ

っ
て

、
翌
月

の
末
日

ま
で

に
金
融

機

関

・
郵

便
局

・
市
役

所
ま

た
は
支

所

で
納

め
て
く

だ

さ
い
。

保

険
料

の
納
付

は
便
利
で

確
実

な
口

座

振
替

に
し
ま
せ

ん
か

口

座
振
替

を
利
用

す

れ
ば

、
保

険

料

を
納
め

に
行

ぐ
手

間

が
省
け

る

ば

か
り

か
、

納
め
忘

れ
か
ら

年
金

が
受

け
ら

れ

な
く
な

る
こ
と

も
あ
り

ま
せ

ん

の
で

、
と

て
も
便

利
で

確
実
で

す
。

※
第
一
号
被
保
険
者
で
希
望
す
る
人

が
付
加

保
険

料
と
し

て
月

額
四
百

円

を

納
め

る
と
、

将
来

の
年
金

額

に
付

加
年

金
が
上
乗
せ

さ
れ
幸
子

。

保
険
料
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に

な
る
ま
で
の
四
十
年
間
納
め
ま
す
。

老
齢

基
礎

年
金
を
受

け

る
た

め
に

は
、
こ

の
間
最

低
二

十

五
年
以
上

の

保

険
料
を
納
め

る
こ
と

が
必
要
で

す
。

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

学

生

も

国

民

年

全

に

加

入

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

二

十
歳

に
な

っ
た
ら

学
生

で
も
必

ず
国

民
年

金
に
加

入
し

な
け

れ
ば
な

り
ま

せ

ん
。
こ

れ
は
、

将
来
満

額

の

老

齢
基
礎

年
金

が
受
け

ら
れ

な
か

っ

た
り

、
万

一
在
学

中

の
け

が
や
病
気

で
障

害

を
持

っ
た
と

き
に
障

害
基
礎

年

金

が
受

け
ら

れ
な

い
、
と

い

っ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

二

十
歳

に
な

っ
た
ら
加

人
手

続
き

を

し
て

く
だ

さ

い
。

老齢基礎年全は、65歳からの受給が原則ですが、60歳から64歳の間、繰り上げて年金を受けること

もできます。この場合には、年齢に応じて年全額の11～42％が減額されます。(表参照) たとえば65歳

から満額の老齢基礎年金(785,500円)を受けられる人が60歳で繰り上げ請求すると(455,600円)の年全

保 険 料

１人あ た り月額12,800 円

（平成９年 度）

13,300 円

（平成10年 度）

国民 年金の 保険料 は,年 齢･ 所得･

性 別に関係 なく全国一 律です。

188 ％

-

70 歳

164％

69歳

を受 けるこ とになり ます。

126％　143％

67歳168 歳

112%100 ％89 ％80 ％72 ％65 ％

66 歳65 歳61 歳　62 歳　63 歳　64 歳

58％

60歳

繰り下げ支給繰り上げ支給

※65 歳を100 ％とし た場合老齢基礎年金（年額）の計算式（平成９年度額）

六

十

歳
以

上
の

人

の

任

意
加

入

六
十
歳
に
な
る
ま
で
に
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
、
六
十
五
歳
に

な
る
ま
で
加
入
し
て
不
足
期
間

（
五

年
以
内
）
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
年
金
額
を
増
や
す
た
め

に
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

六
十

五

歳
以

上

七
十

歳

未

満

の

人

の

任

意

加

入

（
特

例

）

昭
和
3
0年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
人
で
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
七
十
歳
に
な
る
ま
で

の
問
で
受
給
権
を
得
る
ま
で
加
人
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お

甲
し
込
み
は

中

込
用

紙

は
、
市
内

の
金

融
機
関

の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

①

損
金
通

帳

②
通

帳
印

③
納

付

書
を

持
っ
て

、
お
申
し

込
み

く

だ
さ

い
。

サ
ラ

リ

ー
マ
ン

の

奥

さ

ん
へ

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て

の
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ご
主
人
の
給
料
か
ら
奥

さ
ん
の
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
は
、
ご
主
人
等
が
加
入
し

て
い
る
厚
生
年
金
お
よ
び
共
済
組

合
か
ら
国
民
年
金
制
度
へ
拠
出
金

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

第１号被保険者の独自給付
保

険
料

を
納

め

る
の

に

困

っ

た

と

き

は

保
険
料
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
間
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
の
支
払

い
が
困
難
な
と
き
は
、
保

険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
に
せ

ず
、
国
民
年
金
の
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

学

生

の

保

険
料

免

除

制

度

学
生
は
一
般
に
所
得
が
な
い
の
’

保
険
料
は
親
が
納
め
る
場
合
が
ほ
と

Ｑ．加入手続きをしていないのに国民

年金手帳が送られてきましたが？

Ａ．加入する届け出をするように通知しま

したが、届け出がなかったので強制加入被

保険者として年全手帳や納付書を送りました。未加人

のままですと、将来年全が受けられなくなることもあ

り、また、国民として保険料を納める義務を果してい

ないことになり、他の加入者との公平性を欠くことに

もなりますので、加入手続きをとりました。

ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め

親
の
負
担
が
過
大
に
な

ら
な
い
よ
う
学
生
に
つ

い
て
は
別
な
基
準
が
あ

り
ま
す
。

具
体

的
に
は

、
親
元
世

帯

の
年
間

収
入

、
同

居
か

別
居

か
、
国
公

立

の

学

生
か
私

立

の
学
生

か
な
ど

に
よ
り

免
除
に
な
る
親
元
世
帯
の
所
得
の
基

準

額

が
定

め
ら

れ
て

い
ま
す

が
、

学

生

本
人

に
所
得

税

が
課
税

さ
れ
て

い

る
と
き

は
免

除
さ

れ
ま
せ

ん
。

な
お

、
承
認

は
年

度

ご
と

に

さ
れ

ま

す

の
で
、
継

続
を

希
望

さ
れ

る
場

合
は
翌
年
度
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

保

険
料

追
納

制

度

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
場
合
、
免

除
期
間
は
年

金
の
受
給
資
格
期
間
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
は
、
免
除
期
間
の
三

分
の

。
だ
け
が
保
険
料
納
付
済
期
間

と
し
て
計
算
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
分

年
金
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

免
除
を
受
け
た
人
で
も
、
そ
の
後

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
十
年
前
の
分

ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
、
免
除
さ
れ
て

い
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
額
に
加
算
額
（
二
年
以
上
経
過
後

の
追
納
分
）
が
っ
き
ま
す
。

第１号被保険者には、老齢・障害・遺族基礎年全以外に。

次の給付があります。

●付加年金

定額の保険料に月額400 円の保険料を上乗せして納めた人が､ 納めた

月数×200 円( 年額) の金額を老齢基礎年金に加算されて受け取ること

ができます。

(例)10 年間付加保険料を納めた場合

10年×12月×200 円=  24,000円の金額が上乗せされて受け取れます。

●寡婦年金

老齢基礎年金を受ける資格期問を満たした夫が( 婚姻期間10年以 昌

年金を受けずに死亡したとき、妻が60歳から65歳になるまでの間、夫

が受給できた老齢基礎年金の４分の３が受けられます。

●死亡一時金

３年以上の保険料を納めた人が､ 年 金を受給しないで死亡したとき、

生計を同じくしていた遺族に支給されます。年金額は、保険料納付月

数によって、120,000 円から320,000 円です( 付加保険料納付期間が３

年以上ある場合は､さらに8,500円か加算されます)。ただし、その遺族

が遺族基礎年金を受けられる場合には支給されません。また､死亡一時

金と寡婦年金の両方を受けられる場合は、どちらか一方を選択し ます。

785,500 円　×

昭和16 年4 月２日以後の生まれで国民年全の加入期間のみの場合

〔保険料納付34年(408カ月)・保険料免除6年(72カ月)〕

７８５,５００円　 ×

年

全

受

給

者

現
況

届

に

係

る
市

長

の

証

明

が

廃
止

さ

れ

ま
し

た

現
況
届
は
、
受
給
者
が
引
き
続
い

て
年
金

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す

る
た
め
提
出
し

て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
長
の
証
明
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
1
0年

１
月
（
１
月
生
ま
れ
の
人
）
か
ら
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
が
、
六

十
五
歳
到
達
時
に
提
出
す
る
「
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁

定
請
求
書
（
（

ガ
キ
形
式
）
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
市
長
の
証
明
が
必
要

で
す
。

国

民

年

全

推

進

員

制

度

国
民
年
金
推
進
員
が
各
家
庭
を
訪
間

し
、
納
付
相
談
等
を
行

っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
土
地
（
宅
地
）

の
評
価
額
の
修
正

一

地

価

下

落

に

伴

う

評

価

額

の

修

正

（
表

１

）

固
定
資

産
税

の
評

価
（
宅
地

）
は
、

地

価
公
示

価

格

等
の
七
割

を
目

途
に

行

っ
て

い
ま

す
。

固
定

資
産

税

の
評
価
額

は
こ

れ
ま

で
評
価

替
え

の
年

（
平
成

９
年

度

が

該
当
）

の
価

格

が
三
年
間

据
え
置

か

れ
て

い
ま
し

た

が
、
平

成
９
年

度
の

地

方

税
法

改
正

に

よ
り
地

価

の
下

落

が
あ

る
場

合
に

は
県
地
価

調
査

お
よ

び
鑑

定
評

価
を
活

用
し

、
評
価

額

の

修
正
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平

成
1
0
年
度

は
、
平

成
８
年

１
月

１
日

か
ら
平

成
９

年
７

月
１
日

ま
で

の
地
価
下
落
率
を
反
映
さ
せ
て
評
価

額
の
修
正
を
行
う
予
定
で
す
。

評価額の算出の方法( 表1)

平成９年度評価額＝価格(円/㎡)×補正率×地積(㎡)×価格修正率平成8年1月1日から平成8年7
月1日までの地価下落率を反映

平成10年度評価額＝価格(円/㎡)×補正率×地積(㎡)×価格修正率価 格…価格調査基準日(平成8年1月1日)の価格。　　　 平成8年1 月1日から

平成9年7 月１日まで

の地価下落率を反映
補正率…固定資産評価基準等により画地形状等

に応じた補正率。

一

税

負

担

の

調

整

措

置
（
表

４

）

宅
地

に
係

る
固
定
資

産
税

の
税

負

担

は
、
負

担
水

準

の
均

衡
化

を
よ
り

重

視
す

る
こ
と

を
基

本
的

な
考
え

方

と

し
て

、
下

落
修
正

後
の
新

し

い
評

価

額
に

よ
り
判

定

さ
れ
た

「
負
担

水

準
（
表
２
）
」

と

「
新

評
価

額

の
価

格

下
落
率
（
表
３
）
」
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
負
担
水
準
に
応
じ

た
負
担

調
整

措
置

が
と
ら

れ
ま

す
。

宅地に係る固定資産税の負担調整措置表4）

①
負
担
水
準
が
相
当
高
い
土
地
の
税

負
担
は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

⑦
負
担
水
準
が
あ
る
程
度
高
い
十
地

の
税
負
担
は
前
年
度
と
同
額
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。

⑤
負
担
水
準
が
低
い
土
地
の
税
負
担

は
、
税
負
担
の
均
衡
化
を
図
る
観
点

か
ら
、
な
だ
ら
か
な
負
担
増
を
お
願

い
し
ま
す
。

価
格
が
著
し
く
下
落
し
た
土
地
に
対

す
る
特
袖
措
置

税
負
担
の
調
整
措
置
の
負
担
水
準

が
低
い
土
地
に
つ
い
て
も
、
次
の
要

件
を
二
つ
と
も
満
た
す
場
合
は
、
税

額
が
据
え
置
か
れ
ま
す
。

①
負
担
水
準
の

要
件

そ
の
土
地
の
負
担
水
準
が
全
国
平

均
以
上
で
あ
る
こ
と
（
商
業
地
等
は

〇
・
四
五
以
上
、
小
規
模
住
宅
川
地

は
本
則
課
税
の
〇
・
五
五
以
上
、
一

般
住
宅
用
地
は
本
則
課
税
の
〇
・
五

以
上
）
。

②
価

格
下

落
率
の
要
件

そ
の
上
地
の
下
落
率
が
、
全
国
平

均
（
０
・
一
五
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

負担水準の算出の方法（表2 ）

平成9 年度課税標準額
負担水準＝

住宅用地特例率…価格の1/3  (一 般住宅用地）
価格の1/6 （小規模住宅用地）

価格下落率の算出の方法（表3 ）

平成10年度価格

平成８年度価格

Ｉ 価 格 下 落 率

住宅用地の課税標準の特例措置

・一般住宅用地…専用住宅または、

居住割合が4 分の1以上の併用住宅

の敷地を住宅用地といい 、（家屋の

床面積の10 倍を限度とする）課税

標準額は、価格の3 分のlの額。

・小規模住宅用地 …200m2 以下の

住宅用地（200m2 を超える場合は住

宅1戸あたり200m2 までの部分）を

小規模住宅用地といい 、課税標準

額は 、価格の6 分の1の額。

負担水準 価格下落率 負担調整率

商業
地等

の税負担

0.8を超えるもの| 価格×0.8に引
き下げ

0.6以上0.8以下

0.45以上0.6未満

据 え 置 き

1.025

0.25以上

0.25 未満

0.4以上0.45未満

0.3以上0.4未満

0.2以上0.3未満

1.05

1.075

1.1
1.15

0.1以上0.2未満

0.1未満のもの

住宅
用地

の税負担

１ 以 上 の も の

0.8 以 上 １ 未 満

本則課税とな
り引き下げ

据え置き　
｜

0.5以上0.8未満
(0.55)

0.4以上0.5未満
(0.55)

0.25以上

0.25未満
1.025

1.050.3以上0.4未満

0.2以上0.3未満 1.075

0.1以上0.2未満 ｜ 1.1

0.1未満のもの 1.15

（　）は 小規模住宅用地の場合

固

定

資
産

課

税
台

帳
の

縦

覧

縦
覧
は
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
る
前
に
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
評
価
額
な
ど
の
内
容
を

納
税
義
務
者
・
代
理
権
を
有
す
る
人

に
確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

縦
覧
日
３
月
２
日
月
～
2
0
日
(
金
)
土

・
日
曜
日
を
除
ぐ
）
午
前
８
時
3
0分

～
午
後
５
時
　
縦
覧
場
所
市
役
所
本

館
二
階
大
会
議
室

※
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

固

定

資
産

課

税
台

帳
の

登

録

事

項

に
関

す

る

審
査

の

申

出

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
事
項

建

築
物

防

災

週
間

中

、

防
災

査

察

を

行

い
ま
す

３
月
１
日
日
～
７
日
土
は
建
築
物

防
災
週
間
で
す
。
期
間
中
、
市
で
は

病
院
・
デ
パ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
・
学
校

等
の
特
殊
建
築
物
を
対
象
に
、
防
災

査
察
や
建
築
物
の
窓
ガ
ラ
ス
・
外
壁

等
の
落
下
物
調
査
を
行

い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
万

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係
℡
３
・

7
3
6
8
番

東

松

戸

病

院
眼

科

外
来

休

診

の

お

知

ら

せ

休
診
日
３
月
５
日
(
木
)

問
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

℡
3
9
1
・
5
5
0
0
番

（
価

格
等
）

に
不

服
の

あ
る
場

合
は

、

固
定
資
産

評
価

審
査
委

員
会

に
審
査

の
申

し
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

な
お

、
前

述
の
と
お

り

、
地
価
下

落

に
伴
う

評
価

額

の
修
正

を
行

い
ま

す

の
で

、
価
格

に
不
服

が
あ

る
場

合

は
、
平
成
1
0
年

度
に
限

り
、

固
定
資

産

税

・
都

市
計
画

税
納

税
通
知

書
を

受

理
し
た

翌
日

か
ら

一
週
間
以

内

に

お

い
て
も

固
定
資

産
評

価
審
査

委
員

会

に
審
査

の
申
し

出
を

す

る
こ

と

が

で

き
ま
す

。

問
資
産
税
課
税
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
3

番自

宅
の

健
康

診

断

を

し
て

み

ま

せ

ん

か

３
月
1
0
日
(
火
)
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
　

会
場
小
金

北
市

民
セ
ン

タ
ー

内
容
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強

方
法
の
相
談
　
持
ち
物
自
宅
の
平
而

図
（
間
取
り
図
）
等
費
用
無
料

※
次
回
は
本
庁
・
矢
切
・
東
部
地
区

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係

℡
3
6
6
・
7
3
6
8
番
へ

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

３
月

５
日

木
午
後

３
時
3
0
分

か
ら

会
場
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸
ビ
ル
五

階
会

議
室

栄
議

案
は
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

問

教

盲

委
員

会
企
画

調
整

室

℡
３
・

7
4
5
5

番

市

役

所
へ

は

電

車
や

バ

ス

で

２
月
・
３
月
は
、
駐
車
場

が
特
に
混
雑
し
ま
す

の
で
、
ご
来
庁
の

際
に
は
、
電
車
・
ハ

ス
等
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
管
財
課
庁
舎
管
理
係
℡
3
6
6
・
7
3
1
6
番

安心と明るい未来に
国民年金

年金額の計算例

保険料納付済月数＋保険料免除月数×1/3

加 入 可 能 年 数　 ×　 １２ ヵ 月

408ヵ月＋72ヵ月Ｘ　1/3

４０年　　×　１２カ月　≒　707,000円

あなたの年金額はいくらに

なりますか

種類 こ んな時 給付条件 年金額（年額）

老齢
基礎
年金 原則として

65 歳から

保険料を納めた期間（免除

期間な どを 含め） が25 年

以上ある人

785,500 円

(こ の全額は40 年間保険

料を納めた場合)

障
害
基
礎
年
金

病気やけが

で障害が残

った時

保険料を納めた期間と免除

の期間が加入期間の3分の2

以上あること(初診日が平成 ，

18年3月31日までにあるとき

は､初診日の属する月の前々

月までの1年間のうち口 鄲食 ，

料の滞納がなければよいこ

とになっています)

｜

１級障害981,900 円

２級障害785,500 円

子の加算(1人につき)

第1～2 子226,000 円

第３子以降75,300 円

遺族基
礎年金

夫に先立た

れたら

(生計を維持

さ れていた

子どもを持

つ妻、また

は子ども)

亡くなった人が老齢基礎年

全を受けられる資格期間を

満たし ているか 、死亡日前

の加入期間のう ち保険料を

3分の2以上納めていること

が必要です(平成18年3月31

日以前に死亡した場合は､死

亡し た日の属する月の前々

月までの１年間に保険 料の

滞納がなければよいこと に

なっています)。

受給者 が妻で

子が１人　1,011,500 円

子が２人　1,237,500 円

子が３人以上　2 人の額

に１人につき75,300円を

加算子が１人のみ785,500 円
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催

し

物

視

覚

の

昭

和

一

九

三

〇
一

四

〇

年

代

展

（

後

期

）

３

月
１

日
日

ま
で

、
午
前
９

時
3
0

分

～
午

後
５
時

（
２
月
2
7
日
（

は
休

館
）
　
会
場
市
立
博
物
館
　
内
容
昭

和

初
期

か
ら
終

戦
後

に

い
た
る
日

本

の
激

動

の
一
千

年

を
、
松
戸

に

ゆ
か

り
の
東
京
高
等
工
芸
学
校
の
教
授
や

卒

業
生

ら
の
絵
画

や
写

真

、

ポ
ス
タ

ー
な

ど
に
よ

っ
て
た

ど

る
　

観
覧

料

一
般
四
白
円
、
高
・
大
学
生
二
百
円
、

小

・
中

学
生
百

二
十
円

興
亜
協
力
・
西
陣
織
物
大
会
　
大
橋
正

問
社
会
教
育
課
美
術
館
準
備
室
℡
3
6

6
.
7
4
6
3

番

法

廷
（
刑

事

裁

判

）
傍

聴
会

３
月
1
2
日
木
正
午
～
午
後
４
時

会
場
千
葉
県

弁
護
士
会
松
戸
会
館
・

１

葉
地
方
裁
判
所
松

戸
支
部
　
内
容

裁
判
所
で
刑
事

争
件
を
傍
聴
（
傍
聴

前
と
後
に
、
弁
護
士
か
ら
の
解
説
あ

り
）
　
定
員
先
着
二
十
四
人
費
用

無
料

申
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
会

館
℡
３
・
6
6
1
1

番
へ

県

立

現

代

産
業

科

学

館

春

休

み

キ

ッ

ド

シ

ネ

マ

３
月
2
5
日
水
～
2
9
日
(
日
)
の
各
午
後

１
時
～
３
時

会
場
県
立
現
代
産
業

科
学
館
（
J
R
本
八
幡
駅
下
車
徒
歩
十

五
分
）
　
内
容
科
学
に
関
す
る
ア
ニ

メ
な
ど
定
員
当
日
先
着
百
五
十
人

費
用
無
料

問
県
立
現
代
産
業
科
学
館
℡
3
7
9
・
2

0
0
5
番

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

カ

レ

ッ

ジ

３
月
1
4
日
(
土
)
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

会
場
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
ブ
ラ
ザ
（
柏

市

柏

の
葉
四

の
三

の

Ｉ
）
　

内
容

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
汗

眼
を
し
て

い
る
人

や
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
コ

ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー

な

ど
に
よ

る
活
動

状
況

の
発
表

や
参

加
者
ど
の
意
見
交
換
会
　
｛
定
員
先
着

百
人
　
費
用
無
料

申
３
月
４
日
水
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
「
３
月
1
4

日

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
カ
レ

ッ
ジ
参
加

希

望
」
と
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
8
5
6

0
松

戸
市
小

根

本
七
東

葛
飾

支
庁
社

会
福
祉
課
（
℡
3
6
1
・
4
0
7
7
番
）
へ

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
「
古

今

亭

圓

菊

一
門

落

語

と

ト

ー

ク

」

３
月

６

日
（

午
後
２

時
開

演
　

会

場

さ
わ

や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ

対

象

甲
学
三
年

生
と

高
校

三
年
生

以
卜

の
県
民
定
－
貝
先
着
四
百
七
十
三
人

費

用
無
料

※
二

歳
以

上
就

学
前
ま

で

の
無
料
託

児
あ
り
（
ハ
ガ
キ
に
記
入
の
こ
と
）

申
３
月
６
日
(
金
)
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ

に
住
所

・
氏

名

’
年

齢

・
電
話
番

号

を
記
入

し
て

、
一
１‐
2
7
7
－
0
8
8
2

柏

市
柏

の
葉
四

の
三

の

．
さ
わ

や
か

ち

ば
県
民

プ
ラ
ザ
事
業

課
（
℡
０
４

７

１
・
4
0・
8
6
0
0

番
）

へ

プ

ラ

ネ

タ

リ
ウ

ム

の

不

思

議

と

し

く

み

３
月
2
7
日
(
金
)
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

内
容
い
っ
で
も
満
天

の
星
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
、

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の

し
く
み
と
不
思
議
に
迫
る
　
対
象
市

内
在
住
の
小
学
四
年
生
以
上

（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）
　
定
員
先
着
八

十
人
　
費
用
無
料

申
３
月
2
0
日
（
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
ハ
ガ
キ
に
参
加

者
全
員
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
に
関
す
る
質
問

が
あ
れ

ば
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
－
0
0
9
2
松

戸
市
松
戸
一
三
八
九
の
一
市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
（
℡
３
・
1
2

3
7
番
）
へ

森のホール21　　　　　　　　　　　　　℡384-5050番　

期　日 内　容(☆印は有料) 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

2/28(土)

3/ 1(日)

全子由香利リサイタル ☆

親子春かぜコンサート ☆

18 : 00 労音東葛センター　　℡365-9911番

14:00
千葉県生活協同連合会

℡042－224 －7753 番

財松戸市文化振興財団℡384－5050 番8(日)

14(土)

公共ホールネットワーク事業　森のホー

ル21国際音楽祭 ☆

由紀さおり･安田祥子童謡コンサート ☆

14 : 00

18:00 労音東葛センター　　℡365-9911番

21(
祝)

県立松戸国際高等学 佼吹奏楽部第21回定

期演奏会
15 : 00 県立松戸国際高等学 佼Q386 ―0563 番

22日 中国中央民族歌舞団 ☆ 18:30
MIN-ONチケットセンター

℡03一3226-9999 番

小
ホ
｜ル

2/28(土)

3/ 1(日)

7(土)

ジョイフルコンサート（ピアノ発表会） 10:30
カルチャーライフ柏

℡0471 ―64―1664 番

島村楽器ピアノ発表会　10:10 13:20 16:30

ピ アノ ・エレ クトー ン発 表会　　　　　　15:30

邦 楽鑑賞 会～ 琵琶･ 筝のし ら べ～ ☆　　　18:30

島村楽器本店　 ℡03 ―3613 ―4116 番

岩崎美代子　　　　　℡368-1548番

財手公戸市文化振興財団℡384－5050 番

渡辺博子　　　 ℡0474 －67－3683 番

13(

金)15(日)ピアノ・エレクトーン合同発表会　　　　12:30

19(木

）

ゆうかリ歌の祭曲 9:30 ゆうかり・高田　　 ℡387-9988 番

22(
日)

ファミリーのための名曲コン サート彦坂

傚一郎･小原由起子デユオリサイクル ☆
14 : 00 財松戸市文化振興財団℡384－5050番

劇

団

こ

が

ね

む

し

音

楽

人

形

劇

「

不

思

議

の

青

い

海

」

３

月
1
4日

土
午

後
３
時

開
演

会

場
常

盤
平
市

民
セ

ン

タ
ー
　

対

象
四

歳
以

上
の
人
（
幼
児

は
保
護

者
同

伴
）

霍

貝
二
百

人

（
抽

選
）
　

費
用

無
料

申
３
月
４
日
水
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、
往
復

ハ

ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・

年
齢

・
返
信
用

あ
て
名

を
記
入
し
て

、

〒
2
7
0
-
2
2
6
6
松
戸
市
常
盤
平
西

窪
町
一
二
常
盤
平
児
童
福
祉
館
（
℡

3
8
7
・
3
3
2
0
番
）
へ

大

学

通

信

教

育

春

期

入

学

合

同

説

明

会

３
月
７
日
(
土
)
正
午
～
午
後
５
時
・

８
日
日
午
前
1
1
時
～
午
後
４
時
3
0
分

会
場

新
宿

エ
ル

タ
ワ

ー
十

三
階
　

参

加

校
二
十

校

（
お

問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。
）
　
対

象

高
校
生
以
上

の
人

費

用
無
料

問
財
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
℡
0
3
・

３

３
５
０

・
6
6
8
1

番

松戸駅市民ギャラリー　　　　　市社会教育課℡366-7462番

期間 3/5木まで 3/6金～19木 3/20金～4/2木

東
ザ・きり絵松戸作品展

問川島℡342－0472番

ステンドグラスアトリエ貴子作品展

問金津℡361-6803番

ファミリーフォトグルッペ写真展

問古葉℡343-6136番

寿墨会水墨画展

問吉山℡363-5354番

西
ユーカリ毛糸店バイアス編教室｣作品展

問 成田℡342-9616 番

写真展「光はともだち」

問 織田℡342-9168 番

ス

ポ
ー
ツ

小
学
生
低
学
年
体
力
づ
く
り
教
　

山
ス
キ
ー
教
室

室
３
月
５
日
～
2
6
日
の
毎
週
木
曜
日

（
全
四
回
）
午
後
４
時
～
５
時

会
場

運
動
公
園
小
体
育
室
　
対
象
小
学
一

年
～
三
年
生
　
定
員
先
着
四
十
人

費

用
無
料

申
電
話
ま
た
は
直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
℡

3
6
3
・
9
2
4
1
番
へ

野

球

ル

ー

ル

審

判

技

術

講

習

会

３
月

８
日
日

午
前

９
時

～
午
後

４

時
　

会
場

運
動
公

園
　

費
用

三

千
円

※
受

講
終
・
十十舎

に

は
認
定

書
を

交
付

し
ま

す

。

圃

当
日

会
場

で

問
松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下
℡
3
6
2
-

8
2
6
9

番

３

月
８

日
日

午
前
５

時
伊

勢
丹
松

戸
店

前
集

合
、

午
後
９

時
帰

着
予
定

会

場
草
津
白

根
山

か
ら
芳

ケ
平
　

対

象
高
校
生
以
上
の
人
　
定
員
先
着
二

十

人
　
費
用

一
万

二
千
円
（
交
通

費
・

ロ
ー

プ
ウ
ェ

ー
代
・
保

険

料
を
含

む
）

※
参
加
希
望
者
は
、
必
ず
問
い
合
わ

せ
を
し

て
く

だ
さ

い
。

問
松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋
℡
3
6
2
・

1
8
0
0

番

募
集
し
ま
す

特

別

養

護

老
人

ホ

ー
ム

「
松

寿

園

」

職

員
を

募

集

職
種
①
看
護
婦
・
指
導
員
②
寮
父

母
　
勤
務
形
態
①
日
勤
（
午
前
８
時

洳
分
～
午
後
５
時
3
0分
）
②
交
替
制

勤
務
地
松

戸
市
六
高
台
二
の
一
九
の

二申
電
話
連
絡
の
上
、
月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
履
歴
書

を
持
っ
て
直
接
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
松
寿
園
（
℡
3
8
6
・
6
3
5
7
番
）
へ

六

実

桜

ま

つ

り

の

出

店

者

募

集

出

店

日

４

月
４

日

中

５

日

日

会

場
六
高

台

さ
く
ら

通
り
　

出
店

ブ

ー
ス
ー
び
×
一
・
五
メ
ー
ト
ル
　
対
象
二
十

歳
以
上

の
個

人
ま

た
は
団

体
　

費
用

一
区
両
当
た
り
二
千
二
百
円

申
３
月
２
日
(
月
)
1
5
日
日
の
午
前
1
0

時
～

午
後
７

時
に

、
印

鑑

（
申
し
込

み
者
と
出
店
者
が
異
な
る
場
合
は
双

方

の
）
　・
出

店
費
用

を
持

つ
て
直

接

六
実

桜
ま

っ
り
実
行
委

貝

・
小
金
谷

（
松
戸
市
六
実
四
の
一
〇
の
三
℡
3
8
7
・

0
0
3
1

番

）
へ

パ

ー

ト
看

護

婦
募

集

対
象
六
十
歳
く
ら
い
ま
で
の
看
護

婦
ま
た
は
准
看
護
婦
の
有
資
格
者

鬩
間
４
月
中
旬

か
ら
６
月
ま
で
　
業

務
内
容
市
立
小
・
中
学
校
の
結
核
検

診
業
務
　
勤
務
場
所
市
立
小

・
中
学

校
　
募
集
人
数
若
干
名

問
保
健
体
育
課
保
健
係
℡
３
・
7
4

5
9
番

モ

ー
ツ
ァ

ル

ト
レ

ク

イ

エ

ム
団

員

募

集

説
明

会

３
月
６
日
(
金
)
午
後
６
時
～
６
時
3
0

分
　
会
場
市
民
会
館
内
容
５
月
2
4

日
日
の
定
期
演
奏
会
に
つ
い
て
の
詳

細
案
内
　
費
用

無
料

問
松
戸
混
声
合
唱
団
・
朝
倉
℡
3
4
3
・

0
5
7
3
番

（
夜
間
の
み
）

｢ふるさと球団｣ を目指している千葉ロッテマリーン

ズのご好意により、西武ライオンズとのオープン戦に抽

選で50組(100 人)をご招待します。

愿日　　時3月28日出午後1時試合開始

電会　　場 千葉マリンスタジアム

芦申し込み3月6日(金)[消印有効]までに、ハガキに住所･氏

名・電話番号・｢ オープン戦希望｣

を記入して、〒271-8588松戸市根

本387 の5松戸市役所広報課「プロ野

球オープン戰係」へ

※当選者の発表は、招待券の発送をも

ってかえさせていただきます。

場問い合わせ広報課℡366-7320番

プ囗野球オープン戦にご招待

情報
チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役 所 の 代表 電 話 は ……366-1111 番

代表ＦＡＸは ……363-3200 番

（松戸市の市外局番は047 番で す）



広報ま つ ど1998 年(平成10年)2月25日

講
座
・
講
演

女
性
の
た
め
の
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ

ブ
セ
ミ
ナ

ー
「
仕
事
の
ス
ト
レ
ス

解
消
法
」

３
月
1
3日
・
2
7日
の
金
曜
日
午
後

６
時
4
5
分
～
８
時
3
0
分
会
場
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容

心
・

か
ら
だ
・
コ
ト
バ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

法
（
講
義
と
実
技
）
　
講
師
女
優
・

西
宮
小
夜
子
氏
　
対
象
市
内
在
住
・

在
勤
の
女
性
　
定
員
先
着
二
十
人

費
用
無
料

申
電
話
で
矢
切
公
民
館
℡
3
6
8
・
1
2

1
4
番
へ
（
月
曜
休
館
）

詩
吟

初

心

者

講

習
会

３
月
３
日
～
1
7日
の
毎
週
火
曜
日

（
全
三
回
）
午
後
１
時
～
３
時

会
場

八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
持
ち
物
筆

記
用
具
　
費
用

無
料

問
八
ケ
崎
朗
誦
会
・
原
田
℡
3
4
4
・
7

3
0
5
番

初
心

者

き

も

の

着
付

け

と

作

法

①
３
月
1
8日
～
５
月
1
3日
の
水
曜

日
午
後
１
時
～
３
時
②
３
月
2
2日
～

５
月
1
7日
の
日
曜
口
午
前
1
0時
～
正

午
（
各
全
八
回
）
　
会
場
小
金
原
市

民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
普
段
着
か
ら
晴

着
の
着
付
け
と
和
装
作
法
の
指
導

持
ち
物
着
物
・
帯
・
小
物
一
式

定

員
各
十
人

費
用

七
千
五
百
円

（
前

納
）

申
電
話
で
小
金
原
文
化
の
会
・
安
達

℡
3
4
3
・
6
8
9
8
番
へ

女
性
就
業
技
術
講
習
会

パソコン科 ビジネス科

期間
14/9～5/28の火・木･金曜日のうち21回 4/23～6/26の火・木･金曜

2 4/13～6/29の月･水曜日のうち21回　     ち24回

午前9時30 分～午後3時30分時間

会場 千葉県女性就業援助センター(千葉市中央区)

内容 基礎から検定3級程度
基礎から日商簿記検定3 級程 度･第

2種パソコン財務主任者検定程度

対象
パソコン初心者，かつ技術や資格を身に付けて就職することを希望

する 女性 で 、全日程出 席 できる 人 （学生は 除く）

定員 先着各20人　　　　　　　　　　　　先着30人

費用 テキスト代など1万円程度(受講料は無料です)

※
子

ど

も
同

伴
で

の
受

講

は
不
可

申
２
月
2
6
日
木
～
2
7
日
金
に
、
本
人

が
印
鑑

と
官

製
ハ

ガ
キ
を

持

っ
て
直

接

千
葉
県

女

性
就
業

援
助

セ
ン

タ

ー

（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
四
の
三
千
葉

県
経
営
者
会
館
内
℡
0
4
3
・
2
4
3
・
8
5

4
1

番

）
へ

円
〔

ス

ポ

ー

ツ

用

品

・

楽

器

〕

ル

ー

ム

ウ

ォ

ー

カ

ー
四

千

円

◆

電

動

ル

ー

ム

ラ

ン

ナ

ー

一
万

円

◆

エ
レ

ク

ト

ー

ン

千

円

◆

ド

ラ

ム

セ

ッ

ト

無

料

◆

ピ

ア

ノ
用
補
助
ペ
ダ
ル
四
千
円

〔
日

用

雑

貨

〕
ガ

ス
台
（
都

市

ガ

ス
用

）

三

千

円

・
五

千

円

二

点

◆

石

油

ス

ト

ー
ブ
無
料
二
点
ス
ト
ー
ブ
（
都
市
ガ

ス
用
）
二
千
円
二
点
◆
カ
ー
ペ
ッ
ト

三

千

円

◆

ウ

ッ

ド

カ

ー

ペ

ッ

ト

五

千

円

◆

市

松

人

形

一
万

円

◆

ブ

ラ
イ

ダ

ル

ブ

ー

ケ

二

千

円

◆

ス

ト

ー

ブ

ガ

ー

ド

五

百

円

◆

直

輸

入

仏

製

仏

語

教

材

セ

ッ
ト

八

千

円

◆

タ

イ

ヤ

チ

ェ

ー

ン

沺
／
7
0
／
Ｒ
1
3
二
千
円
◆
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン
1
9
5
／
6
0
／
R
1
4
千
円
◆
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
1
9
5
／
6
5
/
R
1
4
 
五
千
円

◆

タ
イ

ヤ

チ

ェ

ー

ン
2
1
5／
7
0
／
R
1
6

一
万
円

申
２
月
2
7
日
(
金
)
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、

ハ

ガ

キ

に

希

望

品

名

（
品

物

一

ビ

デ

オ

編

集

講

座

①
初
級
＝
２
月
2
7
日
(
金
)
・
2
8
日
(
土
)
・

３
月
１
日
(
日
)
②
中
級
＝
２
月
2
8
日
(
土
)

３
月
１
日
日
　
時
間
①
午
前
の
部
＝

午
前
1
0
時

～
正
午

、
午

後
の

部

―
午

後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
②
午
後
１

時
3
0
分
～
４
時
3
0
分
定
員
①
各
回

三

人
②
各

回
一
人

（
各

先
着
順

）

会
場
森

の

ホ
ー
ル
2
1
情

報
セ
ン

タ

ー

内
容
自
分
で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
に
タ

イ
ト
ル
・
音
楽
な
ど
を
入
れ
、
オ
リ

ジ

ナ
ル
作

品
を
作

る
　

持
ち
物
自

分

で
撮

影
し

た
ビ

デ
オ
テ

ー

プ
と

新
し

い
ビ

デ
オ
テ

ー
プ
　

費

用
無
料

申

２
月
2
5
日

水
午
前
1
0
時
か

ら
、

電

話

で
森

の
ホ

ー
ル
2
1情

報
セ

ン

タ
ー

℡
3
8
4
・
5
0
5
0
番
へ

鳥

獣

救

護

講
習

会

３
月
８
日
(
日
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
手
賀
沼
親
水
公
園
水
の
館
（
我

孫
子
市
　
内
容
傷
つ
い
た
野
鳥
の

保
護
に
つ
い
て
定
員
当
日
先
着
二

百
人
　
費

用
無
料

問
我
孫
子
市
鳥
の
博
物
館
℡
０
４
７

１
・
８
５
・
２
２
１
２
番

点

に

つ
き
一
人

一
枚
）
　・
価
格

・
住

所

・
氏
名

・
電

話
番
号

（
昼

間
お
勤

め
の
人
は
勤
め
先
の
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
3
松
戸

市
小
根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

第
一
ビ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
消
費

生
活

係

へ

※
相
手

の
紹
介

は
月
初

め
に

抽
選
し

当
選

者
に
連

絡
し

ま
す

。
紹
介

後

は
自

主
交
渉

に

な
り
ま
す

。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物

を
譲
り

た

い
人

は

、
２

月
ｒ

日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く

だ

さ
い
（
一
人

三
点

ま
で
）
。
３
月

2
5日

号

に
掲
載

し
ま
す

。
価

格

は
一

万

円
ま
で

で
、

衣
料
品

・
食

料
品

・

自

転
車

な
ど

は
扱

い
ま

せ

ん
。

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
3
6
6
・

7
3
2
9

番

ウ
ミ

タ
ナ

ゴ

釣

り

教

室

〔
一
日
目
〕
事
前
講
習
会
３
月
７

日
土
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
女
性
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
内
容
道
具
・
仕

掛
け
な
ど
　
費
用

五
百
円

〔
二
日
日
〕
３
月
1
5
日
日
午
前
５

時
1
5分
松
戸
駅
改
札
口
集
合

会
場

三
浦
半
島
方
面
　
内
容
コ
マ
セ
の
作

り
方
や
ポ
イ
ン
ト
の
ね
ら
い
方
な
ど

を
指
導
　
費
用
実
費
（
交
通
費
・
エ

サ
代
な
ど
四
千
円
程
度
）

申
電
話
で
松
戸
釣
り
ク
ラ
ブ
・
井
上

℡
3
6
5
・
8
2
6
0
番
へ

舞

踊

無

料

講

習

会

３
月
４
日
水
・
1
7
（
火
)
・
2
4
日
火
の

各
午
前
1
0
時
～
正
午
　
会
場
女
性
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
内
容
吟
詩
舞
・

新

舞
踊
　

費
用

無

料

問
尾
上
会
・
田
村
℡
3
6
3
・
5
3
8
3

番

な

く

そ

う

差

別

と

偏

見

ま

も

ろ

う

人

権

問
市
民
相
談
室
人
権
担
当
℡

3
6
6
・
7
3
1
9
番

松戸地域職業訓練センター（テクノ 21)講座案内

オ
ー
プ
ン
　

ス

ク
ー
ル
　

イ
ン

コ

ガ
ネ

申

各

講
座
の
前
日

〔
必

着
〕
ま
で

に
、

ハ

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0
3
2
松

戸
市
新
松
戸
北
二
の
一
四
の
一
小
金

高
校

オ

ー
プ
ン
ス

ク

ー
ル

実
行

委
貝

会

〔
℡
3
4
5・
1
8
5
9

番

（
夜

間

の

み

）
〕

へ

保
健
・
衛
生

骨

髄

バ

ン

ク

を

知

る

県

民

の

集

い
２

月

３
日
土
午

後
１

時

丿
分

か
ら

会
場
浦
安
市
民
プ
ラ
ザ
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
（
J
R

新

浦
安
駅

下
車

徒
歩

一
分
）
　

内
容

映
両
「
金
色

の
ク
ジ
ラ
」
、
対
談
「
骨
髄

バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
三
遊
亭
と

ん
楽
・
梅
田
正
造
定
員
当
日
先
着

二
百

人
　

費

用
無

料

問
県
庁
保
健
予
防
課
℡
0
4
3
・
2
2
3
・
2

6
6
2

番

※
費
用
の
う
ち
（
　
）
内
は

、
当
会
員
事
業
所
ま
た
は
当
団
体
会
員
の
場
合
で

す
。

申
受
講
料
を
持
っ
て
左
記
事
務
所
窓
口
で
先
着
順
に
受
け
付
け

問
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
℡
3
4
9
・
3
2
0
0
番
(
小
金
原
一
の
一
九
の
三
）

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

平

成
９

年
1
2月

１
日

～
平

成
1
0年

１

月
3
1日

生
ま

れ
の
人

に
、
予

防
接

種

の
通

知
を
３

月
上
旬

に
送
付

し
ま

す

。左
表

に
該
当

す
る
人

は
中
し

込
み

が
必
要
で

す

の
で
、
直

接
各
保

健
セ

ン

タ
ー
・
支
所

の
市
民

健
康

相
談
室

で

申
し
込

む

か
、
ハ

ガ
キ
に
下

記

の

要

領
で
記
入
し
て

送
っ
て

く
だ
さ

い
。

ま
た

、

ポ
リ

オ
（
急
性
灰

白

髄
炎
）

の
予
防

接
種

は
左
表

の
日
程

で
行

い

ま

す

（
生
後
三

ヵ
月

に
な
ら

な

い
と

受

け
ら

れ
ま
せ

ん
）
。

ポリオ日程表

酒

害

講

演

会

３
月
９
日
月
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時
3
0
分
　
会
場
束
葛
飾
合
同
庁
舎

内

容

「
ア
ル
コ

ー
ル

依
存

症
」

を
テ

ー
マ
に
医

師
・
ケ

ー
ス
ワ

ー
カ

ー
・
患

者
の

家
族
〔

ア
ダ
ル

ト
チ

ル
ド

レ
ン

（

機

能
不

全

の
家

庭

で
育

っ
た
子

ど

も
た
ち
）
の
立
場

か
ら
〕
の
話
（
予
定
）

定
員
先
着
四
十
人
　
費
用
無
料

申

電

話
で
松

戸
保

健
所

精
神
保

健
福

祉
班

℡
３

・
2
1
2
1

番

へ

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
℡
３
・

7
4
8
4
番

ハガキ記入要領

271-0072

松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三

松
戸
市
中
央
保

健
セ

ン
タ
ー
内

保
健
術
生
課
予
防
衛
生
係

･希望 する 予防接種名

（複数可）

初めてまた○回受けた

今 まで受 けた日付け

年　 月　 日

年　 月　 日

･住所

･保護者 氏名

･子ども の氏名

･孑どもの生年月日（学年）

電 話番号

1｡平成9年12月１日～平成10年1月31日生

まれで2月15日以降に住民登録をした人

2.予診票を持つていない下記の人

〔乳幼児〕

○ツ反･BCG ３ヵ 月以上４歳未満で ，

接種を受けていない人

○ポリオ（日程左表）3ヵ月以上７歳6ヵ

月未満で，２回飲んでいない人

ODTP 3ヵ月以上7歳6ヵ月未満で，４回

接種を受けていない人

○麻しん・風しん1歳以上7歳6ヵ月末満

で，接種を受けていない人

○日本脳炎 ３歳以上7歳6ヵ月未満で，３

回接種を受けていない人

〔児童・生徒〕

○日本脳炎

第2 期 …小学4年生以上13 歳未満で，追

加接種を受けていない人

第3期 … 中学2年生以上16歳未満で，追

加接種を受けていない人

ＯＤＴ第2期（旧ジフテリア第3期） 小学

6年生以上13歳未満で，追加接種を受け

ていない人

○風しん中学2年生以上16歳未満で，接

種を受けていない人

会　場 期日 受
付
時
間
午
後
１
時
～
2
時
１
５
分
予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
は
不
要
で
す

中央保健センター
3/10（

3/27金

松飛台市民センター 3/10火

東部市民センター 3/17火

馬橋東市民センター 3/11 水

健康増進センター 3/ 9月

常盤平市民センター
3/ 6金

3/18水

明市民センター 3/17火

古ケ崎市民センター 3/ 2月

稔台市民センター 3/12木

小金原市民センター 3/19木

3/ 3火
新松戸市民センター

3/25水

小金保健センター
3/ 4水

3/23月

3/13 金

3/16月

馬橋市民センター

六実市民センター別館

二十世紀が丘市民センター 3/ 5木

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
げ
た
箱
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千
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・
五
千
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ソ
フ
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◆
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ス

ク
三

千
円
◆
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◆

ロ
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チ

ェ
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五
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ハ
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グ
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ベ
ッ
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木
製

こ
た
つ
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◆
天
板
大
理
石
テ
ー

ブ
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一
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◆
学
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デ
ス
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三
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円

◆

ロ

ッ
カ

ー
た

ん
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◆

パ
ソ

コ

ン

デ
ス
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無
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◆
い
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（
籐

製
）
無

料
◆

電
話

台
五
千

円

〔

電

気

用

品

〕

ス
チ

ー
ム
付

き
セ
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ミ

ッ
ク
ヒ

ー
タ
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温
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気
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乾
燥
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円
◆
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器
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万

円
二

点
◆
留

守
録

電
話

機
コ

ー
ド
レ

ス
子

機
付

き
千
円
◆

扇
風

機

二

千
円

〔
子

供

用
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ベ
ビ
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カ
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・
千
五
百
円
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千
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Ａ
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ベ

ビ
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カ
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・
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お
ま
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料
・
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ベ
ビ
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バ

ス
無

料
二
点
◆

ベ
ビ

ー

フ
ッ

タ

ー
．千

円

・
六
千

円
◆

ベ
ビ

ー
ベ
ッ

ド
六
千

円

・
七
千

円
◆

歩
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レ
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五
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式
補
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◆
ス
キ
ー
靴
1
6
セ
ン
チ
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ス
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ー
ウ
ェ
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1
1
0
セ
ン
チ
セ
ッ
ト
二
千
五
百
円
◆
お
ん
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だ
っ
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ひ
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二
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円
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ー
用
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ー
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・
四
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◆
チ

ャ

イ

ル

ド
カ

ー
シ

ー
ト

二
千

円

・
八
千

講 座 名 日　時 定 員／費用

ワープ
ロ・パ
ソコン
講座

パソコン･ ワープロ入

門講座

①3/ 5木 ・6金　　午前

②3/16(月)・17火　午後 各10 人

Windows95入門講座①3/3火　4水　　午前
②3/23月 24火　 午後

6,000 円

ワープロソフト一太郎　3/10火 11水 

12木午前

入門講座

各10 人

10,000円

エクセル入門講座　　3/18水･19木･20金午後 (8, 000円)

ロータス1-2-3入門　3/4水 5木･6金　午後

講座　　　　　　　　　11水・12木･13金

10人

15,000円

(10,000 円)

※午前＝午前9時30分～午後0時30分,午後＝午後1時30分～4時

30 分

マッキ
ントッ
シュパ
ソコン
講座

初心者入門講座
3/7 土･14 土

午前10時～午後4時

5人

15, 000円

高齢者
向けパ
ソコン
講座

ゆっくり楽しくパソコン講座（対象65

歳以上）　　3/26木・27金　午後

1時30分～4時

5人

7,000円

申し込みが必要な人

リ
サ

イ
ク
ル

広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
へ
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

へ

日　時 内　容 会場 費用

3/21 (祝
午前10時～正午 はじ め ての手 話

アジ アの人 と交 流し よう

三百
円（
高校
生以
下百
円）

午後1時30分～3時30分

22（

午前10時～正午
家永教科書裁判を学ぶ

講師岡野駿一氏　　　

午後1時30分～3時30 分

午後1時30 分～4 時

小全 ビ オトープ の自 然観

察

小金

高校
父母 ・市民 とし て教 科書

裁判 を支 援し て　 講 師伊

藤文 子氏



広報ま つ ど1998 年(平成10年)2月25日

見に行こう　聴いてみよう

文化施設だより
松戸市の市外局番は０４７番です。

市民劇場　　　　　　　　　　　℡368-0070

番

博物館　　　　　　　　℡384-81

81番
期　間 内　容

3/1日まで

展覧会「視覚の昭和1930-40 年代一東京高等工芸学校のあゆみ（2 ）」　内

容1930 ～40 年代の東京高等工芸学校の教師・卒業生の活動の足跡を 、そ

の作品を通して紹介し ます。　主催松戸市教育委員会　会場企画展示室

観覧料一般400 円（320 円）・高大学生200 円(120 円＞小中学生120 円

（60円）（）内は20人以上の団体料金

※常設展観覧料とは別料金になります。

問 教育委員会社会教育課美術館準備室　366 ―7463 番へ

3/1日～31午後1時

15分･3 時15分から上

映土・日・祝日は午

前11時からも上映）

ハイビジョン映像「美の回廊を ゆく／黄金仏遊行 タイ･ バンコク・スコー

タイ」（上映畤問30分） 会場講堂　観覧無料

※講演会開催のため、3/1～29の日曜日の午後1時15分からの上映は中止

になります。

3/1日・8日・15(日)各

午後1時30 分～3時

学芸員連続講演会　3/1「松戸に来た徳川慶喜」 講師柏木一朗（戸定歴史

館学芸員）3/8 「シリア北西部の遺跡を掘る」　講師倉田恵津子（市立博

物館学芸員) 3/15 「ガンダーラの仏塔を掘る」　 講師峰村篤（社会教育

課学芸員）・古里節夫（市立博物館学芸勍） 会場講堂　定員80 人（当日先

着、12時30 分受付開始） 費用無料

3/21祝～5/10日

特別展「福神の世界」 内容長寿や財力などの幸福の願望をかなえる神と

して人々に親し まれてきた福神への信仰を通し て､都市化以前の市域に根

付いていた民間信仰の姿を紹介します。会場企画展示室　観覧料一般

300 円（240 円）･高大学生150 円（100 円）・小中学生100 円（60 円）Ｏ 　内

は20人以上の団体料金

※常設展観覧料とは別料金になります。

3/22(日)午後1時～4 時

一日学芸員　内容学芸員の仕事を実際に体験しながら、博物館とはどんな

ところか、何をしているかを学びます。 対象小学4～6年生 定員10人（抽

選）　費用無料

申3/13金〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名・学年・電話番号を記

入して 、〒270-2252 松戸市千駄堀671 番地市立博物館一日学芸員係へ

3/22（・29（日各午後

1時30 分～3 時

特別講演会　3/22「台湾の民間信仰」 講師古家信平氏（筑波大学講師）

3/29 「中国の民族と生活」　講師佐野賢治氏（筑波大学助教授）会場講

堂　定員80人（抽選）費用無料

申3/13（ 〔必着〕までに、往復ハガ半に住所･ 氏名･電話番号を記入し て、

〒270-2252 松戸市千駄堀671 番地市立博物館特別講演会係へ

開館時間午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展観覧料一般300円（240円）・

高大学生150円（100円）小中学生100円（60円）は20人以上の団体料金

※毎月第2・第4土曜日は、小中学生の観覧は無料です。

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・毎月第4金曜日・年末年始（12/28 ～1/5) 総合展示解

説ツアー毎週土･日、祝日の午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

戸定歴史館　　　　　　　℡362-205

0番期　間・催し物 内　容

4/12(日)まで

徳川昭武・慶喜兄弟と松戸

水戸藩主斉昭の7男に生まれた慶喜ば最後の将軍に、18男の昭武

は最後の水戸藩主になりました。幕末から昭武が没 する明治43年ま

で、ふたりにはごく親しい兄弟にし か分からない心の交流がありま

し た。松戸を舞台に繰り広げられた、両者の知られざる維新後の暮

らしを探ります。

入館時間…午前9 時30 分～ 午後48530 分（月曜日は休館）　入場料…大人60 円、高大学生40円 、

小中学生20 円（第２・４土曜日は 、小中学生の観覧は無料です）

21世紀の森と広場パークセンター　・℡345-8900番

期　間 内　容

展示

3/11水卜20廊 「新芽 と小 花絵本 展 」グル ープ 新 芽と 小花

「21 世紀 の森 と広 場の夏 から 秋に 咲く花 写真展 」益 子清 見氏

「野鳥 の写 真コン ク ール入賞 作品 展」 財まつ ど街 と水辺 の緑

化 基金

21祝卜29(日)

24火～4/5(日)

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

3/14土午前10時～11時30分 バー ドウォ ッチン グ　 講師自 然解 説員 一首 藤美恵 子氏

季 節 の見どこ ろ歩 き　 講師 パ－ク センタ ー 職員3/28土午後2時～3時

申 当日パ一クセンターで　先着25人　費用無料　※雨天中止

相

談

毎週水土日曜日と祝日午前10時

～正午と午後1時～午後3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談(電話でも受け付

けます｡)

開館時間午前9時～午後4時(3/1 からは午後4時30 分まで） ※月曜日は休館

市民会館　　　　　　　　　　℡368-1237

番期　 日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

3/ 1(日) 第17回耳の日まつり ☆ 10:00
ろうあ協会　　　　　　　FAX342―3109番

市しあわせ課　　　　　 ℡366 ―7348 番

゛7土 市民こぞって防火のっとい 13:00 市消防局救急防災課　　　363- 1111番

8(日) 芸能親交チャリティー会 10 : 00 芸能親交チャリティー会　℡387-3795 番

15(日) Mr.マリツク超魔術ライブ ☆ 15:30 東京音協　　　　　03-3201 ―8116 番

21祝
県立松戸秋山高等学校吹奏楽部第

3回定期演奏会
15:30 県立松戸秋山高等学校　　391-4361番

22(日)
市立松戸高等学校吹奏楽部第16 回

定期演奏会
17:30 市立松戸高等学校　　　　385-3201 番

27金
県立松戸矢切高等学校吹奏楽部第

14回定期演奏会
17:30県立松戸矢切高等学校　　368-4741番

28土
県立鎌ケ谷高等学校吹奏楽部第16

回定期演奏会
16:00 県立鎌ケ谷高等学校0474-44-2171番

29

日

県立小金高等学校吹奏楽部第20 回

定期演奏会
15:30 県立小金高等学校　　　　341一4155番

※月曜日は休館

文化ホールギャラリー　　℡367-7810

番
期間 内　容 問い合わせ先

3/1(日)まで 松戸市書道展 教育委員会社会教育課　　　℡366-7462番

３火～

８日

明第1地区子ども会作品展 市こども課　　　　　　　　B366-7354 番

4水～8(日) 関東絵手紙展 日本造形社　　　　　　03-3623-8241 番

10火～15

日

松戸水彩会展 松戸水彩会　　　　　　　　℡387-2721 番

17（火）～22（日）
す みえ の会 ・木 目込人 形合同 展

全日 写連写 真展

和光会　　　　　　　　　　℡367 －7800 番

全日写連　　　　　　　　　℡363-9848 番

24火～29(日)

フォトサークルアイリス写真展 フ ォトサークルアイリス　　　345 －5904 番

小金原写友会　　　　　 ℡341-7062 番

荒木　　　　　　　　≪s0471-23-39 引 番

小金原写友会写真展

造形展「土」

.25水～29日 桃香会書展 桃香会　　　　　　　　　　　362-7095 番

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶

お気軽にご相談ください　３月の相談案内　※相談はすべて無料です。

相 談 名 期　　 日
時　　間 会　場 問 相談 名 期　　 日 時 ． 間 会　 場 問

交通事故
月～ 金曜日

午前9時～午後５時
市民相談室

市民
相談
室※
金銭
問題
の相
談も
行い
ます

人権相談

第1～第４金曜日

午前10時～午後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ

市 松千
援 戸葉
護 支地
課 局方
庶　 法
務　 務
係　 局

3火 小金支所市政･一般 午前8時30分～午後5時

法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1 時～5 時

市

役
所

相
談

4水 常盤平支所

第１月曜日の み 午前９時～正午 4水
新松戸市民センター

税務相談 第２金曜日 午後1 時～5 時　 5木）
小金原市民センター

登記相談 第３金曜日 午後1時～４時30分 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(363-6278番)でも行っています。

行政相談 第２・第４月曜日 午後1 時～３時
心

配

ご

と

相

談

第1～第４金曜日

午前10時～午後３時

市役所相談ｺｰﾅ 社ー会福祉
協議会

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後４時 2(月) 馬橋支所

外国人相談 第 ２・第４火曜日 午前９時～正午 3火 六実支所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第 ３水曜日 午前10時～午後４時 住宅課 3火 小金支所

労働相 談 第1 ・第３月曜日 午後1時～5 時 商工観光

課労政係

4(水)・18(水) 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(361-4089 番)でも行っています。 4水・18水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

巡

回

年

金

相

談

3火

午前１０時～午後３時

常盤平支所
※国

課へ

5木・19木）
小金原市民センター

6金 小金支所 ゆうまつど

こころの相談

第１～第３月曜日 午前10時～午後４時 女性センター

(相談室直通)

℡363-0505 番

10火 小金原支所 第４月曜日 午後1時～７時

13(金) 馬橋支所 女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後４時

17火 六実支所 女性パート

労働相 談
3火 午後１時30分～4時30分

女性センタ ー

364-8778 番
20(金) 新松戸支所

就学相談

(予約制)
月～金曜日

午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

℡366-7461 番

24火 矢切支所

27金 東部支所

消費生活相談 月～金曜 日 午前9 時～午後4 時
消費生活センター

365-6565 番

教育相談

(予約制)

育 児 相 談

すくすくﾃﾚﾌｫﾝ）
月～金曜 日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所

367-4646 番
青少年相談 月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少年 センター

363-7867 番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

･テレホン案内サービス

………℡366-0010 番

平日・午後5 時～翌日午前9 時

休日と土曜･ 午前9 時～翌日午

前9 時

･夜間急病診療所…℡368-3756 番

衛生会館内･毎日午後8時ぺ･11時

･休日土曜日夜間歯科診療所

………℡365-3430 番

衛生会館内･午後8 時～11時

森のホール21 と松戸駅市民ギャラリーの催し物は、6面に掲載しています。

期　日 内　容(☆印は有料) 開演時

間

問い合わせ先

2/28土 外国人日本語スピーチコンテスト 13 : 00財松戸市国際交流協会℡366-7310番

3/ 1 日 ピアノ発表会 14:00 石川美穂　　　　　　 ℡384-2828 番

5木
第5回公演｢GOAL OF LIFE」

18:30
中屋敷寿子　　　　　　363 －7757 番

6 金 13:30 18:00

7(土) ヴァイオリンリサイタル 16 : 30 長尾裕子　　　　　　 ℡389-2392 番

8(日) 静峰流静乃会民舞踊発表会 10:00 小坂初江　　　　　362-8447 番

15(日) バレエ発表会 15:O0　　高橋史恵　　　　　　℡362-6371番

19木 サクソフォンジヨイントリサイクル ☆ 18:30　　大石将紀　　　　　　 ℡364-0649 番

27金
丸山由利亜演劇行脚 ☆

18:30
財松戸市文化振興財団　384-5050番

28土 14：
30

18：
30

29（日）カラオケコンテスト 18 : 00 冨永くに子　　　　　 ℡341-3623 番

※月曜日は休館
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